
Title ジッドとその時代

Author(s) 吉井, 亮雄

Citation 大阪大学, 2018, 博士論文

Version Type

URL https://hdl.handle.net/11094/70688

rights

Note

やむを得ない事由があると学位審査研究科が承認した
ため、全文に代えてその内容の要約を公開していま
す。全文のご利用をご希望の場合は、<a
href="https://www.library.osaka-
u.ac.jp/thesis/#closed">大阪大学の博士論文につい
て</a>をご参照ください。

Osaka University Knowledge Archive : OUKAOsaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University







様式７  

論文審査の結果の要旨及び担当者  

氏  名  （  吉井  亮雄         ）  

論文審査担当者

（職） 氏        名 

主 査 

副 査 

副 査 

副 査 

大阪大学 教授 

大阪大学 教授 

大阪大学 教授 

 京都大学 准教授 

和 田 章 男 

山 上 浩 嗣 

北 村   卓 

森 本 淳 生 

論文審査の結果の要旨 
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様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目： ジッドとその時代 

 学位申請者 吉井亮雄 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 和田章男 

  副査 大阪大学教授 山上浩嗣 

  副査 大阪大学教授 北村 卓 

副査 京都大学准教授 森本淳生 

【論文内容の要旨】 

本論文は、約 140通の未刊の書簡および日記や書評等の一次資料の調査・分析に基づき、同時代人との交流を

通じて、アンドレ・ジッド（1869－1951）の生涯と文学活動の多彩な側面を実証的に明らかにすることを目的と

している。全体は５つの部で構成され、各部はそれぞれ４～５章から成る。初期から晩年へと年代順に配置され、

各部の冒頭には当該時期の作家の主要な活動の概観および年譜が記され、各章で論じられるテーマが全体的な展

望の中に位置づけられるように工夫されている。補遺としてジッド書誌の状況が概説され、人名、作品名および

新聞・雑誌名の索引が付されている。A4判、本文と注を合わせて 635頁、索引を加えると計 660頁に及ぶ。四百

字詰原稿用紙に換算して約 1630 枚となる。 

 第一部では初期の文学活動が取り上げられる。自伝『一粒の麦もし死なずば』をめぐって、少年時代の戦略的

再構築を分析、またジッドとヴァレリーが同性愛関係にあったと推測する中井久夫の論を実証的観点から批判す

る。「内的独白」の創始者として知られるエドゥアール・デュジャルダン、「ナチュリスム」運動のリーダーであ

ったサン＝ジョルジュ・ド・ブーエリエとの未刊の往復書簡を分析することにより、共感から軋轢、そして決別

へと至る交流関係を明らかにしている。 

 第二部は『背徳者』（1902）から沈黙期間を経て『狭き門』（1909）に至る重要な時期を扱う。自己をいかに芸

術的に表現するかという問題に悩みながらも、作家の交友関係は広がり、文芸誌『詩と散文』の主宰者ポール・

フォールとの協力関係、また「デラシネ」という用語をめぐるルイ・ルアールとの論争が分析される。吉井氏は

『背徳者』以降の沈滞を破るものとして、『放蕩息子の帰宅』（1907）を重視する。聖書の寓意に基づくこの小品

の生成過程、出版経緯、同時代の反応を調査し、聖書との異同に基づく作品解読を丹念に行っている。特にトル

ストイ邸での同作の朗読およびロシアの大文豪の反応とそれに対するジッドの関心は、ドストエフスキーの影響

を強く受けていたジッドの知られざる側面を証するものである。さらには、戯曲『カンダウレス王』のドイツ講

演をめぐって、関連書簡の年代設定を修正することにより上演された劇場を明らかにした。 

第一次世界大戦前後に焦点を当てた第三部では、二人の批評家と二人の外国人作家との交流が問題となる。既

に文壇での地位を確立していたジッドに関する論考を書いた批評家アルベール・チボーデと、今ではあまり知ら



れていないガストン・ソーヴボワとの友好な交流の経緯を明らかにする。リルケによる『放蕩息子の帰宅』ドイ

ツ語訳をめぐって、翻訳者が底本としたのは通説とは異なり、「豪華本」であることを証明する。また、インドの

詩人タゴールの『ギーターンジャリ』を翻訳刊行するにあたり、部分訳を雑誌掲載したダヴレーの誤訳を指摘す

るなど作家としての良心と誠実さを示したことが論じられる。 

第四部では、同性愛擁護やカトリック教会への揶揄などによって、文壇のみならず社会的に知られた存在とな

ったジッドの多彩な活動が対象となる。「ポンティニー旬日懇話会」の活動、蔵書の競売、不法監禁事件のような

三面記事的事件への関心など、広く「現実」へまなざしを向けると同時に、アンリ・マシスのようなジッド批判

を展開する論者に対しても根気よく論争を続ける。 

 世界的な名声を博すようになった晩年を対象とする第五部では、アンリ・ミショーについてのニースでの講演

が中止に至った経緯を明らかにするとともに、ジッドに心服する中国人研究者や若手ジャーナリストなどの無名

の青年たちとの交流に見られる老作家の真摯な態度に光を当てる。 

 終章では、日記に見られる「独白型作家」と対照しつつ、書簡には文通相手によって変化するプロテウス的な

「対話型作家」の相貌が観察されることにより、書簡が小説の「実験室」としての機能を果たしていると結論す

る。 

【論文審査の結果の要旨】 

 本論文は、未刊の書簡、日記、新聞・雑誌の書評等の一次資料の調査・分析に基づき、アンドレ・ジッドの生

涯と作家活動の多様な側面を実証的かつ説得的に明らかにしている。パリ・ソルボンヌ大学付属ジャック・ドゥ

ーセ文庫所蔵および個人蔵の約 140 通に及ぶ未刊書簡を発掘し公開した意義は大きい。初期から晩年に至るまで

５つの時期に分類し、自己探求、他者との交流と論争、外国への関心の広がり、現実への関心など各時期によっ

て変化する多彩な作家の相貌を、同時代の作家・批評家・ジャーナリストなどとの交流を通じて論じている。ジ

ッドが書いた書簡のみでなく、文通相手の書簡にも同等の価値を認め、「対話」の持つ双方向性と可変性の中に作

家の相対的世界観と、「プロテウス的」とも称されるほどに絶えず変貌するジッド像を浮き彫りにしている。 

 本論文の第一の意義と価値は、未刊書簡等の一次資料の実証的考証にある。特に年代設定や発送場所の特定な

どは精緻な論証に基づく説得的な議論を展開している。通説となっていた年代設定を修正することにより、事実

関係の修正・明確化に寄与している。たとえば書簡の年代設定において 2年もの修正を施すことによって、ジッ

ドの戯曲が上演されたベルリンの劇場を「新劇場」ではなく「小劇場」であることを実証するなど、安易な憶測

を避け、一次資料の綿密かつ正確な分析に基づく成果を挙げている。翻訳や朗読会を通じて、トルストイ、リル

ケ、タゴールなどの外国人作家たちとの交流あるいは接点を明瞭にし、ほとんど歴史に名を留めていない内外の

青年たちとの文通や交際もまた、ジッドの作家像・人物像の多様性を知る上で貴重な材料を提供している。 

 「生と作品は分かちがたい」と言うジッドにおいて、創作と人生は密接に関係している。そのためとりわけ日

記作家としての側面が重視されてきたが、本論文においては、独白を中心とする求心的な日記執筆とは対照的あ

るいは平行的に、2300 人を超える文通相手と書簡を交わしてきた書簡作家としての遠心的な活動に焦点が当てら

れる。称賛と共感の書簡以上に、相対立する論争的性格の書簡が重視され、異なるものへの接近という動きの中

にこそ、作家としてのジッドの対話的かつ可変的特徴を見出している。本論文は、吉井氏の長年にわたるジッド

研究の成果をまとめたものであるため、章によって性格が異なるところも見られるが、その綿密な実証的論証と、

知られざるジッドの多彩な側面を発掘した意義は大きい。よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいも

のと認定する。 


